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１ は じ め に
わが国における木質材料の利用は、きわめて広く、かつ世界的に見ても古くからの歴史を持

つ。近代以降、金属、プラスチックなどの非木質材料が木材に取って変わることが多くなった
が、それ以前は、建築物、仏像、食器、農具から薪炭・燃材利用まで、多岐にわたって人間生
活を支えてきた。また、冰材ノエ私的利用”（１９１２）などの大部の著書が成されているように、
地方ごとに様々な樹種に対してその用途、処理方法が細密に決まっており、きわめて多様かつ
一意的な材質の選択がなされていることが、わが国の伝統的な木材利用の大きな特徴である。

本研究では、黒笹古窯跡出土木材および針葉等の植物遺体を採取、樹種同定を行い、比重、平
衡含水率、出土時の含水率を測定し出土木の材質について検討した。さらに名古屋大学年代測
定資料研究センターのタンデトロン加速器質量分析計を用いて出土木の１４Ｃ年代を測定し、遺
跡の建造年代を推定した。
２ 調 査 遺 跡 の 概 要
黒笹古窯跡は、愛知県西加茂郡三好町にあり、付近に中世以降の古窯群が多数存在する。周

囲の遺跡からは９～ｎ世紀と推定されている陶器が多数出土している。また試料木は、窯の最
下部、すなわち焚き出し口に当たる部分に、丸太、二葉松の針葉、枝が出土した。丸太は、内
樹皮がついているものが多く、辺材、髄ともよく保存されていた。部分的に炭化したものも散
見されたことから、燃材として用いられたと考えられる。枝については出土状況から、窯の構
造保持材として用いられたと推定されている。
３ 実 験 方 法
３．１光学顕微鏡による観察
試料を７．０×７．０ＸＳ２０．０ｍｍ（Ｉ：ｊ、Ｔ、Ｒ）程度の大きさにノミおよびミクロトームナイフを用いて

割裂し、樹種同定用試料に供した。
３．Ｌ１包埋
試料はかなり劣化し、崩れやすくなっているためそのままの状態では切片を作製できない。

本研究ではメタクリル酸エステル樹脂による包埋を行った。方法は以下の通り。
１．メタクリル酸ブチルとメタクリル酸メチルとを容積比１０：１で混合した（以下、単量体）。
２．試料を３５％、５０％、７０％、９５％、１００％エタノールに順次１５分浸し、脱水した。
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３．脱水の終わった試料を１００％エタノール、単量体等量混合液に１時間浸透させた。
４．単量体を１時間毎に２回替え、試料に浸透させた。さらに一昼夜これを行ない完全を期
した。

５．単量体に触媒（ＡＩＢＮ）をいれ充分溶かし、カプセル内にこれと試料を封入した。空気が
触れないように蓋をかぶせ、室温で約球

３．１．２プレパラートの作成
滑走式ミクロトームを用いて試料から１０～３０μｍの厚さで切片を採取した。刃はＳ２２ＴＹＰＥ

およびＳ３５ＴＹＰＥを使用した。切片を浮かべたシャーレの水を５分毎に２回換えて細かいゴ
ミを除いた。切片にサフラニンを滴下し、一晩置き、木化した部分を赤色に染色した。水洗の
後、ファーストグリーンを滴化し、１時間放置して木化していない部分を緑色に染色し水洗し
た。スライドガラスの上に切片をのせ、グリセリンーゼラチンを滴下し、気泡が中に残らないよ
うにカバーガラスをかぶせた。３日間放置した後、はみ出したグリセリンおよびゼラチンを削
り、熱水で拭き取った後、カバーガラスのまわりをマニキュアで仕上げた。
３．１．３木材組織の観察
作成したプレパラートをＮｉｋｏｎ光学顕微鏡を用いて観察した。接眼レンズおよび対物レンズ

の倍率を主に木口は１０×２．５および１０×４倍、まさ目は１０×２０倍、板目は１０×１０倍で木材組織
を観察し、これらの特徴を記録した。
３．２比重、平衡含水率、生材含水率の測定
試料木片をノミで小片に分割し、定法により比重、平衡含水率、生材含水率を測定した（［実

験１１１；Ｌ１９９４］。ただし本研究では、試料の劣化を考慮し、比較的穏やかな条件での乾燥を行った。
すなわち、試料を６０・Ｃに調節した乾燥器中に４８時間放置し、全乾とした。
３．３１４Ｃ年代測定
１４Ｃ年代測定にはＫＧ９２-４を用いた。出土木の最外１年輪を１４Ｃ年代測定用試料として採取

し、定法により前処理を行なった。タンデトロンを用いて得られた１４Ｃ年代については、ＯＸＣａｌ
ｖｅｒ．２、１７岡ｕｉｖｅｒａｎｄＫｒａｅｄｓバ９８６）を用いて、年輪年代法による補正を行いＣａＪＡＤをもと
めた。
４ 結 果 と 考 察
４．１光学顕微鏡による観察
光学顕微鏡による観察の結果、試料はすべてマツ属二葉松類（Ｒｎ回叩・、Ｉ：）φ１ｏｘｙｌｏｎ）と同定
した。また同時に出土した針葉については、葉身長、断面の樹脂道の形態からアカマツ（Ｒｎｓ
＆ｓポａΓαＳＥ；ｍｌ３．ｄＺｕｃｃ．）と思われる。これらが出土木と同じ個体と考えると、出土木の樹種
もアカマツである。以下に木材組織学的特徴を記した。
１．ＫＧ９１-１～４、１３；ＫＧ９２-４、７、９；ＫＧ８８-１０

・木口：早・晩材の移行が急で晩材幅が広い。細胞間隙は垂直樹脂道。エピセリウム細
胞は薄壁。樹脂道は大型でチロソイドを含む。’

・まさ目：放射組織に有縁壁孔がみられ、放射仮道管がある。その内壁には、細胞内腔
に向かって鋸歯状突起がある。放射柔組織の分野壁孔は窓状壁孔。

・板目：紡錘形の細胞は水平樹脂道を含んだ放射組織。
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その他の特徴を以下に記した。
１．ＫＧ９１-１～４、１３；ＫＧ９２-４、７、９：板目
腐朽菌が多数みられる。

２．ＫＧ９１-１～４、１３；ＫＧ９２-４、７、９；ＫＧ８８-１０：板目水平樹脂道を含んだ放射組織の細胞壁が
破壊されている。

３．ＫＧ９１-１～４、１３；ＫＧ９２-４、７、９；ＫＧ８８-１０：木口垂直樹脂道の細胞壁が破壊されている。
４．２出土木の材質
試料９個体（ＫＧ-１～４、１３；ＫＧ９２-４、７、９；ＫＧ８８-１０）について比重を測定した結果、これらの平

均値は０．３２４、標準偏差は０．１０１となった。健常材ではアカマツの気乾比重は０．３７Ｊ．５０Ｊ．６２と
されており平均値で比べると比重は約３５％低下している。ＫＧ９１-２、１３およびＫＧ９２-９は他の
試料と比べ比重が大きかった（０．３７’７’-Ｏｊ８３）。これらはいずれも含水率が低く、現生木のそれと
近い値を示した。このことからこれらの試料は腐朽菌による腐朽があまり進行せず、保存状態
が比較的良好だったと考えられる。また、試料はほぽ飽水状態で保存されていたため、外観的
形状が崩れることなく残存していたが、飽水状態の試料を全乾にする際、かなり変形し体積の
減少も現生木のそれよりも大きかった。これは材が土壌中に埋もれたときに菌糸が土壌から木
材中へ侵入し、腐朽菌が木材成分の分解を行なったための劣化によると考えられる。この結果
と調和的に生材含水率は１０００％を超える値を示した。また平衡含水率は（５．２-７．８％の値を示し、
セルロースの結晶化度の上昇による、水分吸着点の減少を示唆した。樹木のセルロースは材形
成後数１００～１０００年のオーダーで、その結晶化度が漸増することを考えると、後述の１４Ｃ年代
から見て妥当な値である。
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Ｋ Ｇ ９ １ - １ ０ ． ２ ３ ９ ０ ． １ ６ ２
ＫＧ９１-２
ＫＧ９１-３
ＫＧ９１-４
ＫＧ９１-１３
ＫＧ９２-４
ＫＧ９２-７
ＫＧ９２-９
ＫＧ８８-１０

０．４３３
０．３１４
０．２４４
０．３７７
０．３７１
０．１６７
０．４８３
０．２８８

０．３４０
０．２６６
０．２２１
０．３５１
０．２５１
０．０８７
０．４３２
０．１５７

Ｍ ｅ ａ ｎ ０ ． ３ ２ ４ ０ ． ２ ５ ２

ＳＤ-
Ｍｏｄｅｒｎ

０。１０１-
Ｏ白婁

０．１０９-
０．４６４

４。３１４Ｃ年代
試料の年代をｌａｂｌｅ２に示した。１４Ｃ年代は９５３±４８ｙＢＰ、年輪年代補正を行った結果は有意

水準９５％で９９（）-１１９０ＡＤとなった。
測定値は試料採取部位の木部の年代を示しており、一般的に以下の理由によって遺跡の年代
より古い値を示すことが考えられる。
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ＩＴｋｂｌｅ２：１４Ｃｄａｔｅｏｆｔｈｅｅｘｃａｖａｔｅｄｌｏｇｓ

Ｃ ｄ ａ ｔ ｅ Ｃ ａ ｌ Ａ Ｄ ｅ ｌ ｎ ａ ｒ ｋ ｓ
ＳａｍｐｌｅＩＤ Ａ Ｄ ） Ｒ
ＫＧ９１-４９５３±４８１０２０-１１６０ｈｙ（ｌ（）ｎｔｉｄｅｎｃｅ

９９０-ｎ９０２び・（カ１１ｎｄｅｎｃｅ
１．埋没後の腐朽による辺材部の損失
２．古材の利用・転用

本試料には内樹皮の残存が認められており、保存状態が非常に良好である。また枝は簡単に切
除されたのみで、その付け根部分が残っている。このため上記１による遺跡と試料との年代の
ギャップは起こり得ない。本試料の年代はそれが伐採された年を示している。また寺社等の建
築部材については２が行われるが、本試料ばその類のものではないことは明らかである。古窯
建造中あるいはその後に何らかの用途で使用されたことを加味すると、古窯の建造年代は試料
のそれとほぽ同時期あるいは若干古い可能性が高い。
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